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稀な血清型 Agbeni が同定された 3 件のサルモネラ感染事例の解析 
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平成 25 年 8 月 27 日から 9 月 11 日にかけて，サルモネラ血清型 Agbeni（O13,23:g,m,[t]:-）の感染事

例を 3 件確認した。稀な血清型が複数確認されたことから，3 株の抗原遺伝子について PCR 法により

確認するとともに，薬剤感受性，パルスフィールドゲル電気泳動法による DNA パターンの比較解析

を行った。3 株の解析結果はほぼ一致しており，事例間の関連性が疑われた。医療機関の情報から，

感染源としてペットのミドリガメが推定されたため，爬虫類に起因するサルモネラ症について，感染

症週報等を活用して注意喚起を行った。調査研究で行っている PCR 法は，複数の抗原遺伝子を同時に

検出できるため迅速に血清型を推定することが可能である。また，本事例のように稀な血清型が同定

された場合は，従来の血清型別法と組み合わせることでより正確な血清型の同定に役立つと考えられ

た。 
 

1. はじめに  
サルモネラは，ヒトに感染すると腸炎などを

引き起こし，従来から最も重要な食中毒起因菌

のひとつである。サルモネラに起因する健康被

害の防止対策の構築には，食中毒及び感染症の

サーベイランスが重要であり，それには血清型

別による疫学的な解析は必須である。平成 25 年

度からの調査研究事業では，サルモネラによる

食中毒，感染症発生の際の迅速な検査体制の構

築を目的に，サルモネラの遺伝子解析法による

検出法及び血清型別法の検討を行っている。  
サルモネラの血清型は，主に菌体表面の O 抗

原と 2 つのべん毛抗原の組み合わせ（O:H1:H2）
で決定され，これまでに 2,500 以上の血清型が

報告されている。そのうち，ヒトに病原性を示

す Salmonella enterica の亜種 I には，それぞれの

血清型に固有の血清型名が付けられている。サ

ルモネラの場合，この血清型名が菌種名のよう

に使用される場合が多いのが特徴である。  
ヒト由来サルモネラの検出数は，これまで

Enteritidis 及び Infantis という血清型が常に上位

を占めてはいるものの，それ以外の血清型も多

く確認されている 1)。今回，その中でも稀なサ

ルモネラ血清型 Agbeni の感染事例を 3 件確認

し，調査研究事業で検討している遺伝子解析法

を試行したので，その解析結果を報告する。ま

た，稀な血清型が複数確認されたことから，薬

剤感受性とパルスフィールドゲル電気泳動法に

よる DNA パターンの比較を行うとともに，医療

機関から感染源等の情報を収集したので併せて

報告する。 
 

2. 材料と方法 

2.1 菌株 

菌株は，秋田厚生医療センター，市立秋田総

合病院，秋田県総合保健事業団児桜検査セン 
ターの協力により分与を受けた。  
 

2.2 血清型別 

O 群別は，血液寒天培地上の菌を掻き取り，

スライドガラス上で各 O 群血清と混和し，特異

的な凝集反応を確認した。 
H 型別は，増菌した BHI 培養液に 3%ホルマ

リン加生理食塩水を加えた抗原液と各 H 型血清

を混和し，特異的な凝集反応を確認した。2 つ

目の H 抗原を誘導するため，陽性となった H 型

の血清を含む相誘導培地に菌を接種し，菌の運

動性を確認した。  
 

2.3 PCR 法によるサルモネラの確認及び抗原遺

伝子の解析 

 サルモネラの確認は，サルモネラに特異的な

invA 遺伝子と亜種 I に特異的とされる STM4057
遺伝子領域を対象にして，Lee ら 2)の方法を改

変して行った。抗原遺伝子の解析については，

Franklin ら 3)の方法を参考に O13 群の wzx，
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Maurer ら 4)の方法を参考に H1;g,m の fliC，H2;1 
complex 及び H2;e,n complex の fljB を検出する

ことにより行った。  
 

2.4 薬剤感受性試験 

 アンピシリン，ホスホマイシン，ノルフロキ

サシン，ゲンタマイシン，テトラサイクリン，

クロラムフェニコールの 6 剤を対象に，ディス

ク法により行った。  
 

2.5 パルスフィールドゲル電気泳動法による分

子疫学的解析 

 サンプルプラグの調製は既報に従い行った 5)。

制限酵素は XbaI 及び NotI を使用した。泳動条

件は，GenePath program 12 (NotI)もしくは 16 
(XbaI) に従った。 
 

3. 結果と考察 

3.1 血清型 Agbeni の同定について  
事例は，平成 25 年 8 月 27 日から 9 月 11 日に

かけて確認された。患者は 2 歳男児，4 歳女児，

4 ヶ月の乳児で，同一市内に在住していた。分

離された 3 株は市販の抗血清を用いた血清型別

で O13 群，H1 抗原が g,m，H2 抗原は検出され

なかった。血清型を特定するため，Statens Serum 
Institute の抗血清を用いて O13 群の副抗原

（O22, O23）の検出を行ったところ，3 株はい

ずれも O23(+)であり，血清型 Agbeni と同定さ

れた（表 1）。Agbeni が確認された事例は非常

に稀であり，秋田県では今回初めてであった。

国内では，平成 21 年に東京都から 1 件報告がある
6)。また，海外では平成 23 年にカナダで患者 8
名の感染が確認され，公衆衛生上の問題として

注目された 7)。稀な血清型であったことから，

PCR 法によるサルモネラ及び亜種 I の確認と各

抗原遺伝子の確認を併せて行った。3 株はいず

れもサルモネラに特異的な invA 遺伝子 (+)，亜

種 I に特異的な STM4057 (+)，O13 wzx (+)，
H1;g,m fliC (+)，H2;1 及び H2;e,n fljB について

は(-)であることが確認された（図 1）。PCR 法

でも従来の血清型別法と一致した結果が得られ

たことから，迅速に血清型を推定することが可

能な PCR 法は，感染症の発生動向を把握する上

で非常に有用であると考えられた。また，サル

モネラの血清型別は，煩雑で誤同定されるケー

スもあることから 8)，本事例のように稀な血清

型が分離された場合には，PCR 法により抗原遺

伝子の検出を行うことでより正確な血清型の同

定が可能であると考えられた。  

 
3.2 分離株の分子疫学的な解析 

 非常に稀な血清型が複数確認されたことか

ら，3 株の薬剤感受性試験と PFGE 法による菌

の DNA パターンを比較した。薬剤感受性試験

の結果，3 株は供試した 6 剤にはいずれも感受

性であった。また，PFGE 法の結果，制限酵素

として NotI を使用した場合はいずれも同一，

XbaI を使用した場合は 1 株がバンド 1 本異なる

のみであった（図 2）。今回，患者同士の接点

については不明であったが，患者の発生地域は，

地理的に非常に近く，関連性が疑われた。  
医療機関からの情報によると，初発の患者は直

近にミドリガメを飼育し始めたとのことであり，

感染源としてはこのミドリガメが強く疑われた。 

表 1 菌株と血清型別結果の詳細 

年齢 性別 O H1 H2

Sa2675 8/27 2 男児 O13, 23 g, m -

Sa2680 9/5 4 女児 O13, 23 g, m -

Sa2681 9/11 4ヶ月 O13, 23 g, m -

患者情報
菌株No. 受付日

血清型別

図 1 サルモネラの確認と抗原遺伝子の検出 

invA (244 bp), STM4057 (137 bp), O13 wzx 
(502 bp), H1; g,m fliC (309 bp), H2; 1 complex 
fljB (294 bp), H2; e,n complex fljB (152 bp). 
Lane M : 100 bp DNA size ladder (Takara), 
P : positive control,  
1: Sa2675, 2: Sa2680, 3: Sa2681 
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爬虫類を原因とする感染事例は国内外で散見

されている。爬虫類の中でも，特にミドリガメ

は子供のペットとして人気が高いが，そのサル

モネラ汚染は高率で，様々な血清型のサルモネ

ラの保菌が確認されている 9)。平成 25 年 8 月

12 日には米国での子ガメを原因とする感染事

例の多発を受け厚生労働省から注意喚起を促す

通知が出されている。当センターでは今回の事

例確認後，感染症情報センターの感染症週報に

爬虫類に起因するサルモネラ症についてトピッ

クスを掲載し，改めて注意喚起を行った。  
サルモネラの感染源としては食肉や鶏卵がよ

く知られている。しかしながら，牛，豚，鶏等

の家畜以外にも，イヌ・ネコ等のペット，カメ

・ヘビ等の爬虫類など様々な動物でサルモネラ

の保有が確認されていることから，動物と接触

する際にはサルモネラへの感染予防に注意を払

うことが大切である。  
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図 2 PFGE 法による菌の DNA パターンの比較 

M: Size Marker, 
1: Sa2675, 2: Sa2680, 3: Sa2681 
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